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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第36期

第２四半期累計期間
第37期

第２四半期累計期間
第36期

会計期間
自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日

自  平成24年５月１日
至  平成24年10月31日

自  平成23年５月１日
至  平成24年４月30日

売上高 (千円) 10,454,676 8,343,774 19,174,288

経常損失（△） (千円) △218,028 △330,257 △1,480,673

四半期(当期)純損失（△） (千円) △309,667 △741,347 △1,978,674

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,932,360 50,000 2,924,159

発行済株式総数 (株) 13,791,680 48,528,884 48,528,884

純資産額 (千円) △143,363 △569,035 172,050

総資産額 (千円) 13,560,000 11,704,718 12,941,807

１株当たり四半期
(当期)純損失金額（△）

(円) △22.62 △54.80 △144.57

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) △1.1 △4.9 1.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △444,334 △1,102,760 △1,905,436

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 94,262 134,218 401,159

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 455,832 26,039 1,848,618

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,026,852 322,929 1,265,431

　

回次
第36期

第２四半期会計期間
第37期

第２四半期会計期間

会計期間
自  平成23年８月１日
至  平成23年10月31日

自  平成24年８月１日
至  平成24年10月31日

１株当たり四半期
純損失金額（△）

(円) △19.17 △28.64

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

　　 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　 ３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、第36期第２四半期累計期間につきましては１株当たり

四半期（当期）純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第36期及び第37期第２

四半期累計期間につきましては、１株当たり四半期（当期）純損失のため記載しておりません。

　　 ４　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社にて営まれている事業の内容に重要な変更はありません。　

　

　

EDINET提出書類

株式会社メガネスーパー(E03433)

四半期報告書

 3/37



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

継続企業の前提に関する重要事象等　

当社は、前期末決算において、前々期末に発生した債務超過を解消いたしましたが、当第２四半期累計

期間におきまして、期初開示の業績予想にて当期間に見込んだ営業損失の範囲内であるものの、営業損失

332百万円、経常損失330百万円を計上し、事業構造改革の加速により、四半期純損失は業績予想を下回る

741百万円計上した結果、569百万円の債務超過となっております。当該状況により、継続企業の前提に重

要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

　

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。　

　

(1) 経営成績の分析　

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興需要により緩やかな景気回復

はみられたものの、欧州政府債務危機の長期化による海外経済の減速、円相場の高止まりによる輸出停

滞の影響、日中関係の悪化や電力供給の節約等により、景気の先行きは依然として懸念される状況が続

いております。

また、消費税増税法案等を巡る国内政治の動向から、消費者の生活防衛意識がさらに高まり、経済環

境は今後も厳しさを増していくものと想定されます。

　

眼鏡等小売業界におきましても、個人消費は依然として節約志向・選別志向の傾向は根強く、販売単

価の低迷により縮小した眼鏡等小売市場において企業間競争の激化が続いておりますが、当社顧客に

ついては比較的高品質を求める傾向があり、全体としては他業態同様に価格帯別の住み分けが進んで

いると考えられます。

　

このような経済環境及び経営環境のもと、当第２四半期累計期間につきましては、下記の施策を推進

いたしました。

　
＜店舗＞

４店舗を新生メガネスーパーのパイロット店舗としてリニューアルオープンし、ロゴを含めた外見

の判りやすさ・近代化、よりお客様が選びやすく、居心地の良い陳列・内装、気軽さの中に革新性・本

格さを感じられる新しいフローの接客など、多岐に亘っての改善を行いました。また、前事業年度より

取り組んでおります事業構造改革を更に加速すべく、９店舗の閉鎖を実施いたしました。
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＜営業＞

「クリアランスセール」、「決算セール」等、また、遠近両用レンズ、薄型レンズなど22種類のレンズ

から選んでも追加料金０円というコンセプトの「フレームオンリープライス」を推し進め、加えてそ

れぞれのシーズンに合わせた各種セールを展開、比較的時間の経過した在庫を中心として、カジュアル

フレーム・有名ブランドサングラスなど特価にてご提供し、全体としての商品在庫ポートフォリオの

改善を図ってまいりました。補聴器におきましては、「秋の補聴器大相談会」を開催し、「２週間無料

貸し出し」等により補聴器本体及び補聴器付属品等の拡販に努めるなど、営業活動に注力してまいり

ました。

　

＜商品＞

高機能自社企画商品「ベータプラ」シリーズの新商品「ベータプラレディース」、「ベータプラ

キッズ」等の定番商品に加え、季節・シーンに特化した商品である、軽さとフィット感にこだわった

「ベータプラスポーツ」、ゴルフ用メガネ「エイチスペックス」等の拡販に注力いたしました。また、

レンズにつきましては、フレームオンリープライス対応レンズのほか、「ブルーライトカットレンズ」

等、特殊加工の高機能レンズをご提供してまいりました。

　
経費面におきましては、徹底したコスト削減を図り販売管理費の圧縮に努めてまいりました。

　
全体として経費面での施策は所期以上の効果が出ているものの、売上面での施策効果は想定よりも

半年程度遅れ、下期からの月次黒字転換を見込んでおります。

　
以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、営業損益では期初見込みを上回るものの、事業構造改

革により当事業年度末までの閉鎖決定店舗の損失相当額を計上した事により純損益では期初見込みを

下回る結果となりました。売上高8,343百万円（前年同四半期累計期間比20.2％減）、営業損失332百万

円（前年同四半期累計期間は営業損失130百万円）、経常損失330百万円（前年同四半期累計期間は経

常損失218百万円）、四半期純損失741百万円（前年同四半期累計期間は四半期純損失309百万円）とな

りました。
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(2) 財政状態の分析　

（資産、負債及び純資産の状況）

流動資産は、前事業年度末に比べて699百万円減少し3,591百万円となりました。これは、商品が新商

品への入れ替え投資によって440百万円増加しましたが、現金及び預金が942百万円減少、売掛金が99百

万円減少及び未収入金が81百万円減少したこと等によるものであります。

　

固定資産は、前事業年度末に比べて537百万円減少し8,113百万円となりました。これは、敷金及び保

証金が250百万円減少、長期預金が200百万円減少及び有形固定資産が102百万円減少したこと等による

ものであります。

　

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて1,237百万円減少し11,704百万円となりました。

　

流動負債は、前事業年度末に比べて538百万円減少し2,954百万円となりました。これは、支払手形が

250百万円増加しましたが、未払金が543百万円減少及び未払費用が229百万円減少したこと等によるも

のであります。

　

固定負債は、前事業年度末に比べて42百万円増加し9,319百万円となりました。これは、退職給付引当

金が46百万円増加したこと等によるものであります。

　

この結果、負債は、前事業年度末に比べて496百万円減少し12,273百万円となりました。

　

純資産は、前事業年度末に比べて741百万円減少し569百万円の債務超過となりました。これは、上記

事業構造改革等の影響により、四半期純損失741百万円を計上したこと等によるものであります。

　

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に

比べ942百万円減少し、322百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、1,102百万円（前年同四半期は444百万円の使用）となりました。こ

れは、たな卸資産の増減額の増加及びその他の流動負債の増減額の減少等によるものであります。

　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、134百万円（前年同四半期比42.4％増）となりました。これは、定期

預金の払戻による収入等によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、26百万円（前年同四半期比94.3％減）となりました。これは、短期

借入金の純増減額の増加等によるものであります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(6) 事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討及び当該重要事象等を解消し、又は改

善するための対応策

当社は、「１．事業等のリスク」に記載のとおり、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような

状況が存在しておりますが、当該状況を解消すべく、アドバンテッジパートナーズ有限責任事業組合、

及び、同組合がサービスを提供するファンドからの経営支援を受け、事業再生を推し進めております。

当社の平成29年４月期までの事業再生計画では、当社の主力事業である眼鏡等小売業界の近年の動向

や当社における当事業の収益構造を前提として、抜本的なコスト削減のための施策とともに、様々な売

上拡大策を図ることを当社の事業再生の基本方針としております。

なお、基本方針を実現させるための事業再生計画における事業計画の骨子は以下のとおりです。

　
(1) コスト削減のための施策

抜本的なコスト削減のために、「赤字店舗の閉店」、「原価削減」、「販管費削減」を主要な施策

として計画しております。

①「赤字店舗の閉店」については、一定の売上改善や人員の効率化を実行しても黒字化が困難な赤

字店舗の閉鎖を行う予定であり、当第２四半期累計期間では９店舗の閉鎖を実行いたしました。

②「原価削減」については、仕入れから販売までの一連のプロセスを対象に、一層の最適化を図り、

継続的な原価改善を行ってまいります。

③「販管費削減」については、現状の販売量に見合った人員と販管費の最適化により、収益性改善に

資する構造改革を進め、当第２四半期累計期間中に110人の人員が減少しております。
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(2) 売上拡大策

お客様に心からご納得いただける商品販売・サービスにより、最終的には、リピーター数を最大化

させることが最重要課題であるという認識の下、「出店」、「集客」、「顧客化」の３つの領域を売

上向上の重点領域として、「小売業の基本」施策を確実に実行してまいります。

①「出店」については、構造改革に一定の目処がつき次第、本格的な新規出店を再開します。

②「集客」については、地域、商圏毎の広告宣伝手段の最適化や、お客様名簿に基づく有用な商品・

サービス情報の送付（ダイレクトメール、電子メール等）により、広告宣伝効果の効率向上を通じ

て、新規数及び再来数の拡大を目指します。

③「顧客化」については、ご来店頂いたお客様にご満足頂ける眼鏡の最適解を提案するための仕組

みを接客・品揃えを通じて構築してまいります。目標としている、結果としての買上率や単価の向

上は、徐々に結果に顕れてきておりますが、今後も継続的な改善を目指してまいります。

　

上記のうち、集客と顧客化については、先行的に実施したリニューアルオープンが、施策として特に

効果を上げており、11月29日ニュースリリース「新生メガネスーパー・リニューアル第二弾　リニュー

アルオープン全国22店舗で実施～新広告キャラクターに筧利夫さんを起用～」の通り、当期通期にお

いて22店舗の更なるリニューアルオープンを予定し、今後も成果を見つつ継続拡大してまいります。ま

た、新しいクリエイティブによる広告を軸とした集客施策も併せて実行していきます。これらによっ

て、期初見込みより半年程度の遅れにはなりましたが、売上反転を見込んでおります。

また、財務再構築として、当社は、業績不振店の閉鎖、販管費削減等の更なるコスト削減策、新規出店

・店舗改装及び広告宣伝等の売上拡大策のための経営改善資金を確保すべく、①第三者割当増資及び

新株予約権付ローンによる割当先からの資金調達、②全取引金融機関からの既存の借入等の条件変更

又は借換え、③Ａ種優先株式の内容の変更を行い、更に追加的なキャッシュフロー創出策を実行してお

ります。

　

当社は、上記の各施策を確実に実行することによって、下期からの黒字転換を見込んでおります。ま

た、構造改革が概ね終了する来期以降においては、業界トッププレイヤーの水準を目指した高収益体質

への転換を進め、債務超過を解消してまいります。これら取り組みによって、今後の必要資金・キャッ

シュフローは確保できていることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないもの

と判断しております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 176,000,000

Ａ種優先株式 800

Ｂ種優先株式 １

Ｃ種優先株式 100

Ａ種劣後株式 110,000,000

Ｂ種劣後株式 70,000,000

計 356,000,901

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年10月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年12月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,790,88013,790,880
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であります。

Ａ種優先株式 800 800 ―
　単元株式数は１株であります。

（注３）

Ｂ種優先株式
（注１）

１ １ ―
単元株式数は１株であります。

（注２・４）

Ａ種劣後株式
（注１）

30,318,18130,318,181―
単元株式数は100株であります。

（注２・５）

Ｂ種劣後株式
（注１）

4,419,022 4,419,022―
単元株式数は100株であります。

（注２・６）

計 48,528,88448,528,884― ―

(注１)Ｂ種優先株式、Ａ種劣後株式及びＢ種劣後株式は、企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第８項に

規定する行使価額修正条項付新株予約権付社債券等であります。

 

(注２)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の特質等

(１)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の特質

行使価額修正条項付新株予約権付社債券等であるＢ種優先株式、Ａ種劣後株式、Ｂ種劣後株式の特質に

ついては、当社の普通株式の株価を基準として取得価額が修正され、取得と引換えに交付する株式数が

変動します。また、その修正基準、修正頻度及び行使価額の下限等については、以下（注）４、５、６に記

載のとおりです。

EDINET提出書類

株式会社メガネスーパー(E03433)

四半期報告書

 9/37



　

(２)所有者との間の取決めの内容

①権利行使に関する事項についての所有者との間の取決めの内容

Ｂ種優先株式、Ａ種劣後株式及びＢ種劣後株式それぞれについて、権利行使可能日についての取決めが

あります。

詳細は以下(注)４、５、６に記載のとおりです。

②売買に関する事項についての所有者との間の取決めの内容

Ｂ種優先株式については、所有者との間で譲渡制限についての取決めがあり、Ａ種劣後株式及びＢ種劣

後株式については、所有者との間の取決めはありません。

詳細は以下(注)４に記載のとおりです。

　

(注３)Ａ種優先株式の内容

(１)優先配当金

①当社は、普通株主に対して剰余金の配当を行うときは、各剰余金の配当毎に、Ａ種優先株式を有する株

主（以下、「Ａ種優先株主」という。）又はＡ種優先株式の登録株式質権者(以下「Ａ種優先登録株式

質権者」という。）に対し、普通株式を有する株主(以下「普通株主」という。）又は普通株式の登録株

式質権者（以下「普通登録株式質権者」という。）に先立ち、Ａ種優先株式１株につき16,750円の金銭

による剰余金の配当（かかる配当により支払われる金銭を、以下「Ａ種優先配当金」という。）を行

う。

②当社は、Ａ種優先株主又はＡ種優先登録株式質権者に対してのみ剰余金の配当を行うことはできない

ものとし、Ａ種優先株主又はＡ種優先株式登録株式質権者に対しては、Ａ種優先配当金を超えて剰余金

の配当は行わない。ただし、当社が行う吸収分割手続の中で行われる会社法第758条第８号ロ若しくは

同法第760条第７号ロに規定される剰余金の配当又は当社が行う新設分割手続の中で行われる同法第

763条第12号ロ若しくは同法第765条第１項第８号ロに規定される剰余金の配当についてはこの限りで

はない。

(２)非累積条項

ある事業年度においてＡ種優先株主又はＡ種優先株式登録株式質権者に対して支払う金銭による剰余

金の配当の額がＡ種優先配当金の額に達しないときは、その不足額は翌事業年度以降に累積しない。

(３)残余財産の分配

①当社は、残余財産を分配するときは、Ａ種優先株主又はＡ種優先株式登録株式質権者に対し、普通株主

又は普通登録株式質権者に先立ち、Ａ種優先株式１株につき1,000,000円を支払う。

②Ａ種優先株主又はＡ種優先登録株式質権者に対しては、前項のほか、残余財産の分配は行わない。

(４)議決権

Ａ種優先株主は株主総会において議決権を有しない。

(５)Ａ種優先株式の金銭対価の取得条項

当社は、Ａ種優先株式発行後、平成26年５月１日以降は、Ａ種優先株式１株につき1,000,000円の金銭の

交付と引換えに、Ａ種優先株式の発行後に当社が取締役会の決議で定める一定の日に、Ａ種優先株式の

全部又は一部を取得することができる。

また、一部取得をするときは、按分比例の方法（ただし、１株未満の端数は切り捨てる。）又は抽選によ

り行う。
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(６)Ａ種優先株式の金銭対価の取得請求権

Ａ種優先株主は、平成30年５月１日以降、各事業年度末日から１ヶ月を経過した日から、当該事業年度

にかかる定時株主総会の日までの間に当社に対し事前の通知（撤回不能とする。）を行った上で、当該

定時株主総会の日から30日を経過した日（但し、同日が営業日でない場合は、翌営業日とする。以下

「取得請求日」という。）に、法令上可能な範囲で、取得請求日における最終事業年度に係る損益計算

書において税引後当期純利益金額として表示された金額から、最終事業年度に係る期末配当として支

払われた剰余金（Ａ種優先配当金を含む。）を差し引いた金額の50％を限度として、１株につき

1,000,000円の金銭と引換えに、Ａ種優先株式の取得請求を行うことができる。 

(７)会社法第322条第２項に規定する定款の定めの有無

会社法第322条第２項に規定する定款の定めはありません。 

(８)議決権を有しないこととしている理由

資本増強にあたり、既存株主への影響を考慮した為であります。 

　
(注４)Ｂ種優先株式の内容

(１)優先配当金

当社は、普通株主又は普通登録株式質権者に対して剰余金の配当を行うときは、各剰余金の配当毎に、

Ｂ種優先株式を有する株主（以下「Ｂ種優先株主」という。）又はＢ種優先株式の登録株式質権者

（以下「Ｂ種優先登録株式質権者」という。）に対し、普通株主又は普通登録株式質権者に先立ち、Ｂ

種優先株式１株につき17,500,000円の金銭による剰余金の配当を行う。

(２)累積条項

ある事業年度において、Ｂ種優先株主又はＢ種優先登録株式質権者に対して支払う金銭による剰余金

の配当の額がＢ種優先配当金の額に達しないときは、その不足額は翌事業年度以降に累積する。

(３)残余財産の分配

①当社は、残余財産を分配するときは、普通株主又は普通登録株式質権者に先立ち、Ｂ種優先株主又はＢ

種優先登録株式質権者に対し、Ｂ種優先株式１株につき、250,000,000円及びＢ種優先株式累積未払配

当金相当額の合計額に、17,500,000円を残余財産の分配日の属する事業年度の初日（ただし、当該事業

年度中の日を基準日としてＢ種優先配当金が支払われている場合には、当該基準日の翌日）から残余

財産の分配日まで（初日及び分配日を含む。）で日割計算した額（円位未満小数第１位まで算出し、そ

の小数第１位を切り上げる。）を加算した額を支払う。

②Ｂ種優先株主又はＢ種優先登録株式質権者に対しては、前項のほか、残余財産の分配は行わない。

(４)議決権

Ｂ種優先株主は株主総会において議決権を有しない。

(５)Ｂ種優先株式の併合又は分割、募集新株の割当てを受ける権利等

①法令に別段の定めがある場合を除き、Ｂ種優先株式について株式の併合又は分割は行わない。

②Ｂ種優先株主には募集株式の割当てを受ける権利、又は募集新株予約権の割当てを受ける権利を与え

ない。

③Ｂ種優先株主には株式無償割当て、又は新株予約権の無償割当ては行わない。
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(６)Ｂ種優先株式の金銭対価の取得条項

当社は、Ｂ種優先株式発行後、平成27年８月１日以降は、Ｂ種優先株式１株につき250,000,000円及びＢ

種優先株式累積未払配当金相当額の合計額の金銭の交付と引換えに、Ｂ種優先株式の発行後に当社が

別途取締役会の決議で定める一定の日に、Ｂ種優先株式を取得することができる。 

(７)Ｂ種優先株式の株式対価の取得請求権

Ｂ種優先株主は、平成27年８月１日（当該日が営業日でない場合には、翌営業日）以降いつでも、当社

に対して、以下に定める算定方法に従って算出される数の当社の普通株式及びＣ種優先株式100株を対

価として、その有するＢ種優先株式を取得することを請求することができるものとし、当社はＢ種優先

株主が取得の請求をしたＢ種優先株式を取得するのと引換えに、以下に定める算定方法に従って算出

される数の当社の普通株式及びＣ種優先株式100株を、当該Ｂ種優先株主に対して交付するものとす

る。

(1) 取得と引換えに交付する普通株式の数

Ｂ種優先株式の取得と引換えに交付する普通株式の数は、取得請求に係るＢ種優先株式の数に次項

以下に定める取得比率を乗じて得られる数とする。なお、Ｂ種優先株式の取得と引換えに交付する普

通株式の数に１株に満たない端数があるときは、これを切り捨てるものとし、この場合においては、

会社法第167条第３項に定める金銭の交付はしない。

(2) 当初取得比率

取得比率は、当初、274,400とする。

(3) 取得比率の調整

(a) 当社は、Ｂ種優先株式の発行日後、本項(b)に掲げる各事由により当社の発行済普通株式数に変更

を生じる場合又は変更を生じる可能性がある場合は、次に定める算式（以下「取得比率調整式

（Ｂ種優先株式）」という。）により取得比率を調整する。

　 調整後
取得比率

＝
調整前
取得比率

×
既発行株式数　＋　新発行・処分株式数

　
既発行株式数 ＋

新発行・処分株式数　×　１株あたりの払込金額

　 　 　 　 　 時　　　　価

(b) 取得比率調整式（Ｂ種優先株式）により取得比率の調整を行う場合及びその調整後の取得比率の

適用時期については、次に定めるところによる。

①本項(c)②に定める時価を下回る価額を募集株式の払込金額として発行する当社普通株式又は処

分する当社の有する当社普通株式を引き受ける者の募集をする場合（ただし、本項(b)②に定める

普通株式の無償割当ての場合、又は本項(b)③に定める証券（権利）の取得と引換え若しくは当該

証券（権利）の取得と引換えに交付される新株予約権の行使による交付又は本項(b)③に定める

新株予約権の行使による場合を除く。）

調整後の取得比率は、払込期日又は払込期間の末日の翌日以降、また、株主への割当てのための基

準日を定めた場合は当該基準日の翌日以降、これを適用する。
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②当社普通株式の分割又は当社普通株式の無償割当て（以下「株式分割等」という。）を行う場合

調整後の取得比率は、当該株式分割等により株式を取得する株主を定めるための基準日（基準日

を定めない場合は、効力発生日）の翌日以降これを適用する。

③本項(c)②に定める時価を下回る価額をもって当社普通株式の交付と引換えに取得される証券

（権利）若しくは取得させることができる証券（権利）又は当社普通株式の交付を受けることが

できる新株予約権の交付と引換えに取得される証券（権利）若しくは取得させることができる証

券（権利）又は行使することにより当社普通株式の交付を受けることができる新株予約権（新株

予約権付社債に付されたものを含む。）を発行若しくは処分する場合（無償割当ての場合を含

む。）

調整後の取得比率は、発行又は処分される証券（権利）又は新株予約権（新株予約権の交付と引

換えに取得される証券（権利）若しくは取得させることができる証券（権利）に関して交付の対

象となる新株予約権を含む。）の全てが当初の条件で取得され、取得させ又は行使されたものとみ

なして取得比率調整式（Ｂ種優先株式）を準用して算出するものとし、当該証券（権利）又は新

株予約権の払込期日又は払込期間の末日の翌日以降、また、当該募集において株主への割当てのた

めの基準日を定めた場合は当該基準日（特定の割当てにつき、基準日を定めない場合は、その効力

発生日）の翌日以降、これを適用する。

(c) ①取得比率調整式（Ｂ種優先株式）の計算については、10の位まで算出し、その10の位を四捨五

入する。

②取得比率調整式（Ｂ種優先株式）で使用する時価は、調整後の取得比率を適用する日に先立

つ45取引日目に始まる30取引日（終値（気配表示を含む。）のない日数を除く。）の株式会社

大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）における当社普通株式の普通取引の毎日の終

値（気配表示を含む。）の平均値とする。

この場合、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位を四捨五入する。

③取得比率調整式（Ｂ種優先株式）で使用する既発行株式数は、当該募集において株主に株式

の割当てを受ける権利を与える場合は、当該権利を与える株主を定めるための基準日、また、

それ以外の場合は、調整後の取得比率を適用する日の１ヶ月前の日における当社の発行済普

通株式数から、当該日における当社の有する当社普通株式数を控除した数とする。また、当社

普通株式の分割が行われる場合には、取得比率調整式（Ｂ種優先株式）で使用する新発行・

処分株式数は、基準日における当社の有する当社普通株式に割り当てられる当社普通株式数

を含まないものとする。

(d) 本項(b)に掲げた場合以外にも、次に掲げる場合には、当社は、必要な取得比率の調整を行う。

①株式の併合、合併、会社分割又は株式交換のために取得比率の調整を必要とする場合。

②本項(d)①のほか、当社の発行済普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生により取

得比率の調整を必要とする場合。

③取得比率を調整すべき事由が２つ以上相接して発生し、一方の事由に基づく調整後の取得比率の

算出にあたり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮する必要がある場合。

EDINET提出書類

株式会社メガネスーパー(E03433)

四半期報告書

13/37



　

(e) 本項(a)から(d)までの規定により取得比率の調整を行うときは、当社は、あらかじめ書面によりそ

の旨並びにその事由、調整前の取得比率、調整後の取得比率及びその適用の日その他必要な事項を

Ｂ種優先株主に通知する。ただし、適用の日の前日までに前記の通知を行うことができないとき

は、適用の日以降すみやかにこれを行う。　

(８)Ｂ種優先株式の金銭対価の取得請求権

Ｂ種優先株主は、平成27年11月１日以降、各事業年度末日から１ヶ月を経過した日から、当該事業年度

に係る定時株主総会の日までの間に当社に対し事前の通知（撤回不能とする。）を行った上で、当該定

時株主総会の日から30日を経過した日（ただし、同日が営業日でない場合は、翌営業日とする。以下

「Ｂ種優先株式取得請求日」という。）に、Ｂ種優先株式取得請求日における会社法第461条第２項に

定める分配可能額から、Ｂ種優先株式取得請求日における最終事業年度に係る損益計算書において税

引後当期純利益金額として表示された金額から、最終事業年度に係る期末配当として支払われた剰余

金（Ａ種優先配当金、Ｂ種優先配当金及びＣ種優先配当金を含む。）を差し引いた金額の50％に相当す

る金額を減じた額を限度として、当社がＢ種優先株式１株につき250,000,000円及びＢ種優先株式累積

未払配当金相当額の合計額の金銭を交付するのと引換えに、Ｂ種優先株式の取得を、当社に対して請求

することができる。かかる取得請求がなされた場合、当社は、Ｂ種優先株式取得請求日に、Ｂ種優先株主

に対して、取得するＢ種優先株式１株につき250,000,000円及びＢ種優先株式累積未払配当金相当額の

合計額の金銭を交付する。

(９)会社法第322条第２項に規定する定款の定めの有無

会社法第322条第２項に規定する定款の定めはありません。 

(10)Ｂ種優先株式の譲渡の制限

譲渡によるＢ種優先株式の取得については、当社の取締役会の承認を要する。

(11)議決権を有しないこととしている理由

資本増強にあたり、既存株主への影響を考慮した為であります。

　

(注５)Ａ種劣後株式の内容

(１)剰余金の配当

Ａ種劣後株式を有する株主（以下「Ａ種劣後株主」という。）に対し、剰余金の配当を行わない。

(２)残余財産の分配

①当社の残余財産を分配するときにおいて、Ａ種優先株主又はＡ種優先登録株式質権者に対してＡ種優先

株式に関する残余財産の分配をした後に残余財産があるときは、普通株主又は普通登録株式質権者に

対して、Ａ種劣後株主又はＡ種劣後株式の登録株式質権者（以下「Ａ種劣後登録株式質権者」とい

う。）及びＢ種劣後株式を有する株主（以下「Ｂ種劣後株主」という。）又はＢ種劣後株式の登録株式

質権者（以下「Ｂ種劣後登録株式質権者」という。）に先立ち、普通株式１株につき、本条第３項に定

める普通株式分配基準額の残余財産の分配を行う。 
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②普通株主又は普通登録株式質権者に対して前項に従い残余財産の分配をした後に残余財産があるとき

は、当社は、Ａ種劣後株主又はＡ種劣後登録株式質権者に対し、普通株主及び普通登録株式質権者並び

にＢ種劣後株主及びＢ種劣後登録株式質権者と同順位にて、Ａ種劣後株式１株につき、普通株式１株当

たりの残余財産分配額（但し前項に従い分配した残余財産分配額を除く。）及びＢ種劣後株式１株当

たりの残余財産分配額のそれぞれと同額の残余財産の分配を行う。

③普通株式分配基準額は、当初1,639円とする。 

(３)議決権

Ａ種劣後株主は株主総会において議決権を有する。

(４)Ａ種劣後株式の併合又は分割、募集株式の割当てを受ける権利等

①当社は、法令に別段の定めがある場合を除き、Ａ種劣後株式について株式の併合又は分割は行わない。 

②当社は、Ａ種劣後株主には募集株式の割当てを受ける権利、又は募集新株予約権の割当てを受ける権利

を与えない。

③当社は、Ａ種劣後株主には株式無償割当て、又は新株予約権の無償割当ては行わない。

(５)普通株式を対価とする取得請求権

Ａ種劣後株主は、平成25年９月30日（当該日が営業日でない場合には、翌営業日）以降いつでも、当社

に対して、その有するＡ種劣後株式の全部又は一部を取得することを請求することができるものとし、

当社はＡ種劣後株主が取得の請求をしたＡ種劣後株式を取得するのと引換えに、以下に定める算定方

法に従って算出される数の当社の普通株式を、当該Ａ種劣後株主に対して交付するものとする。

①取得と引換えに交付する普通株式の数

Ａ種劣後株式の取得と引換えに交付する普通株式の数は、取得請求に係るＡ種劣後株式の数に次項以

下に定める取得比率を乗じて得られる数とする。なお、Ａ種劣後株式の取得と引換えに交付する普通株

式の数が１株に満たない端数があるときは、これを切り捨てるものとし、この場合においては、会社法

第167条第３項に定める金銭の交付はしない。

②当初取得比率

取得比率は、当初、1.0とする。

③取得比率の調整

(a) 当社は、Ａ種劣後株式の発行日後、本項(b)に掲げる各事由により当社の発行済普通株式数に変更

を生じる場合又は変更を生じる可能性がある場合は、次に定める算式（以下「取得比率調整式

（Ａ種）」という。）により取得比率を調整する。

　 調整後
取得比率

＝
調整前
取得比率

×
既発行株式数　＋　新発行・処分株式数

　
既発行株式数 ＋

新発行・処分株式数　×　１株あたりの払込金額

　 　 　 　 　 時　　　　価
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(b) 取得比率調整式（Ａ種）により取得比率の調整を行う場合及びその調整後の取得比率の適用時期

については、次に定めるところによる。

①本項(c)②に定める時価を下回る価額を募集株式の払込金額として発行する当社普通株式又は処

分する当社の有する当社普通株式を引き受ける者の募集をする場合（ただし、本項(b)②に定める

普通株式の無償割当ての場合、又は本項(b)③に定める証券（権利）の取得と引換え若しくは当該

証券（権利）の取得と引換えに交付される新株予約権の行使による交付又は本項(b)③に定める

新株予約権の行使による場合を除く。）

調整後の取得比率は、払込期日又は払込期間の末日の翌日以降、また、株主への割当てのための基

準日を定めた場合は当該基準日の翌日以降、これを適用する。

②当社普通株式の分割又は当会社普通株式の無償割当て（以下「株式分割等」という。）を行う場

合

調整後の取得比率は、当該株式分割等により株式を取得する株主を定めるための基準日（基準日

を定めない場合は、効力発生日）の翌日以降これを適用する。

③本項(c)②に定める時価を下回る価額をもって当社普通株式の交付と引換えに取得される証券

（権利）若しくは取得させることができる証券（権利）又は当社普通株式の交付を受けることが

できる新株予約権の交付と引換えに取得される証券（権利）若しくは取得させることができる証

券（権利）又は行使することにより当社普通株式の交付を受けることができる新株予約権（新株

予約権付社債に付されたものを含む。）を発行若しくは処分する場合（無償割当ての場合を含

む。）

調整後の取得比率は、発行又は処分される証券（権利）又は新株予約権（新株予約権の交付と引

換えに取得される証券（権利）若しくは取得させることができる証券（権利）に関して交付の対

象となる新株予約権を含む。）の全てが当初の条件で取得され、取得させ又は行使されたものとみ

なして取得比率調整式（Ａ種）を準用して算出するものとし、当該証券（権利）又は新株予約権

の払込期日又は払込期間の末日の翌日以降、また、当該募集において株主への割当てのための基準

日を定めた場合は当該基準日（特定の割当てにつき、基準日を定めない場合は、その効力発生日）

の翌日以降、これを適用する。

(c) ①取得比率調整式（Ａ種）の計算については、小数第４位まで算出し、小数第４位を四捨五入す

る。

②取得比率調整式（Ａ種）で使用する時価は、調整後の取得比率を適用する日に先立つ45取引日

目に始まる30取引日（終値（気配表示を含む。）のない日数を除く。）の株式会社大阪証券取

引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）における当社普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表

示を含む。）の平均値とする。

この場合、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位を四捨五入する。

③取得比率調整式（Ａ種）で使用する既発行株式数は、当該募集において株主に株式の割当てを

受ける権利を与える場合は、当該権利を与える株主を定めるための基準日、また、それ以外の場

合は、調整後の取得比率を適用する日の１ヶ月前の日における当社の発行済普通株式数から、

当該日における当社の有する当社普通株式数を控除した数とする。また、当社普通株式の分割

が行われる場合には、取得比率調整式（Ａ種）で使用する新発行・処分株式数は、基準日にお

ける当社の有する当社普通株式に割り当てられる当社普通株式数を含まないものとする。
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(d) 本項(b)に掲げた場合以外にも、次に掲げる場合には、当社は、必要な取得比率の調整を行う。

①株式の併合、合併、会社分割又は株式交換のために取得比率の調整を必要とする場合。

②本項(d)①の他、当社の発行済普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生により取得

比率の調整を必要とする場合。

③取得比率を調整すべき事由が２つ以上相接して発生し、一方の事由に基づく調整後の取得比率の

算出にあたり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮する必要がある場合。

(e) 本項(a)から(d)までの規定により取得比率の調整を行うときは、当社は、あらかじめ書面によりそ

の旨並びにその事由、調整前の取得比率、調整後の取得比率及びその適用の日その他必要な事項を

Ａ種劣後株主に通知する。ただし、適用の日の前日までに前記の通知を行うことができないとき

は、適用の日以降すみやかにこれを行う。 

(６)会社法第322条第２項に規定する定款の定めの有無

　　会社法第322条第２項に規定する定款の定めはありません。

　
(注６)Ｂ種劣後株式の内容　

(１)剰余金の配当

Ｂ種劣後株主に対し、剰余金の配当を行わない。 

(２)残余財産の分配

①当社の残余財産を分配するときにおいて、Ａ種優先株主又はＡ種優先登録株式質権者に対してＡ種優先

株式に関する残余財産の分配をした後に残余財産があるときは、普通株主又は普通登録株式質権者に

対して、Ａ種劣後株主又はＡ種劣後登録株式質権者及びＢ種劣後株主又はＢ種劣後登録株式質権者に

先立ち、普通株式１株につき、本条第３項に定める普通株式分配基準額の残余財産の分配を行う。

②普通株主又は普通登録株式質権者に対して前項に従い残余財産の分配をした後に残余財産があるとき

は、当社は、Ｂ種劣後株主又はＢ種劣後登録株式質権者に対し、普通株主及び普通登録株式質権者並び

にＡ種劣後株主及びＡ種劣後登録株式質権者と同順位にて、Ｂ種劣後株式１株につき、普通株式１株当

たりの残余財産分配額（但し前項に従い分配した残余財産分配額を除く。）及びＡ種劣後株式１株当

たりの残余財産分配額のそれぞれと同額の残余財産の分配を行う。

　③普通株式分配基準額は、当初1,639円とする。 

(３)議決権

Ｂ種劣後株主は株主総会において議決権を有する。

(４)Ｂ種劣後株式の併合又は分割、募集株式の割当てを受ける権利等

①当社は、法令に別段の定めがある場合を除き、Ｂ種劣後株式について株式の併合又は分割は行わない。

②Ｂ種劣後株主には募集株式の割当てを受ける権利、又は募集新株予約権の割当てを受ける権利を与えな

い。

③Ｂ種劣後株主には株式無償割当て、又は新株予約権の無償割当ては行わない。
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(５)普通株式を対価とする取得請求権

Ｂ種劣後株主は、Ｂ種劣後株式の発行日の１年後の日（当該日が営業日でない場合には、翌営業日）以

降いつでも、当社に対して、その有するＢ種劣後株式の全部又は一部を取得することを請求することが

できるものとし、当社はＢ種劣後株主が取得の請求をしたＢ種劣後株式を取得するのと引換えに、下記

に定める算定方法に従って算出される数の当社の普通株式を、当該Ｂ種劣後株主に対して交付するも

のとする。

　①取得と引換えに交付する普通株式の数

Ｂ種劣後株式の取得と引換えに交付する普通株式の数は、取得請求に係るＢ種劣後株式の数に次項以

下に定める取得比率を乗じて得られる数とする。なお、Ｂ種劣後株式の取得と引換えに交付する普通株

式の数に１株に満たない端数があるときは、これを切り捨てるものとし、この場合においては、会社法

第167条第３項に定める金銭の交付はしない。

②当初取得比率

当初取得比率は、当初、1.0とする。

③取得比率の調整

(a) 当社は、Ｂ種劣後株式の発行日後、本項(ｂ)に掲げる各事由により当会社の発行済普通株式数に変

更を生じる場合又は変更を生じる可能性がある場合は、次に定める算式（以下「取得比率調整式

（Ｂ種）」という。）により取得比率を調整する。

　 調整後
取得比率

＝
調整前
取得比率

×
既発行株式数　＋　新発行・処分株式数

　
既発行株式数 ＋

新発行・処分株式数　×　１株あたりの払込金額

　 　 　 　 　 時　　　　価

(b) 取得比率調整式（Ｂ種）により取得比率の調整を行う場合及びその調整後の取得比率の適用時期

については、次に定めるところによる。

①本項(ｃ)②に定める時価を下回る価額を募集株式の払込金額として発行する当社普通株式又は処

分する当社の有する当社普通株式を引き受ける者の募集をする場合（ただし、本項(b)②に定める

普通株式の無償割当ての場合、又は本項(ｂ)③に定める証券（権利）の取得と引換え若しくは当

該証券（権利）の取得と引換えに交付される新株予約権の行使による交付又は本項(ｂ)③に定め

る新株予約権の行使による場合を除く。）

調整後の取得比率は、払込期日又は払込期間の末日の翌日以降、また、株主への割当てのための基

準日を定めた場合は当該基準日の翌日以降、これを適用する。

②株式分割等を行う場合

調整後の取得比率は、当該株式分割等により株式を取得する株主を定めるための基準日（基準日

を定めない場合は、効力発生日）の翌日以降これを適用する。
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③本項(ｃ)②に定める時価を下回る価額をもって当社普通株式の交付と引換えに取得される証券

（権利）若しくは取得させることができる証券（権利）又は当社普通株式の交付を受けることが

できる新株予約権の交付と引換えに取得される証券（権利）若しくは取得させることができる証

券（権利）又は行使することにより当社普通株式の交付を受けることができる新株予約権（新株

予約権付社債に付されたものを含む。）を発行若しくは処分する場合（無償割当ての場合を含

む。）

調整後の取得比率は、発行又は処分される証券（権利）又は新株予約権（新株予約権の交付と引

換えに取得される証券（権利）若しくは取得させることができる証券（権利）に関して交付の対

象となる新株予約権を含む。）の全てが当初の条件で取得され、取得させ又は行使されたものとみ

なして取得比率調整式（Ｂ種）を準用して算出するものとし、当該証券（権利）又は新株予約権

の払込期日又は払込期間の末日の翌日以降、また、当該募集において株主への割当てのための基準

日を定めた場合は当該基準日（特定の割当てにつき、基準日を定めない場合は、その効力発生日）

の翌日以降、これを適用する。

(c) ①取得比率調整式（Ｂ種）の計算については、小数第４位まで算出し、小数第４位を四捨五入す

る。

  　②取得比率調整式（Ｂ種）で使用する時価は、調整後の取得比率を適用する日に先立つ45取引日

目に始まる30取引日（終値（気配表示を含む。）のない日数を除く。）の株式会社大阪証券取

引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）における当社普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表

示を含む。）の平均値とする。

この場合、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位を四捨五入する。

　  ③取得比率調整式（Ｂ種）で使用する既発行株式数は、当該募集において株主に株式の割当てを

受ける権利を与える場合は、当該権利を与える株主を定めるための基準日、また、それ以外の場

合は、調整後の取得比率を適用する日の１ヶ月前の日における当社の発行済普通株式数から、

当該日における当社の有する当社普通株式数を控除した数とする。また、当社普通株式の分割

が行われる場合には、取得比率調整式（Ｂ種）で使用する新発行・処分株式数は、基準日にお

ける当社の有する当社普通株式に割り当てられる当社普通株式数を含まないものとする。

(d) 本項(b)に掲げた場合以外にも、次に掲げる場合には、当社は、必要な取得比率の調整を行う。

①株式の併合、合併、会社分割又は株式交換のために取得比率の調整を必要とする場合。

②本項(d)①の他、当社の発行済普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生により取得

比率の調整を必要とする場合。

③取得比率を調整すべき事由が２つ以上相接して発生し、一方の事由に基づく調整後の取得比率の

算出にあたり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮する必要がある場合。
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(e) 本項(a)から(d)までの規定により取得比率の調整を行うときは、当社は、あらかじめ書面によりそ

の旨並びにその事由、調整前の取得比率、調整後の取得比率及びその適用の日その他必要な事項を

Ｂ種劣後株主に通知する。ただし、適用の日の前日までに前記の通知を行うことができないとき

は、適用の日以降すみやかにこれを行う

(６)会社法第322条第２項に規定する定款の定めの有無

会社法第322条第２項に規定する定款の定めはありません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　   該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年8月17日(注) ― 48,528,884△2,874,15950,000△2,859,679 ―

（注）当社は、平成24年７月27日開催の第36期定時株主総会の決議に基づき、平成24年８月17日付で資本金の額

2,924,159千円のうち、2,874,159千円を減少させ、減少後の資本金の額を、50,000千円としております。また、資本

準備金の額2,859,679千円全額を減少させております。
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(6) 【大株主の状況】

  所有株式数別

平成24年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

投資事業有限責任組合アドバン
テッジパートナーズIV号・適格機
関投資家間転売制限付分除外少人
数投資家向け

東京都港区虎ノ門四丁目１番28号 14,651 30.19

AP Cayman Partners II, L.P.
（常任代理人　河原正幸）

Walkers Corporate Service Limited,
Walker House, 87 Mary Street, George
Town, Grand Cayman KYI-9002, Cayman
Islands

10,223 21.07

Japan　Ireland　Investment
Partners
（常任代理人　河原正幸）

33 Sir John Rogerson's Quay, Dublin ２,
Ireland

8,885 18.31

田 中 邦 興 神奈川県小田原市 4,095 8.44

田 中 由 子 神奈川県小田原市 3,723 7.67

フォーティーツー投資組合 東京都港区虎ノ門四丁目１番28号 977 2.01

有限会社東関東サービスセンター 茨城県神栖市知手2876番地16 484 1.00

株式会社エヌ．エヌ．ティー 東京都中央区日本橋２丁目２-20 323 0.67

メガネスーパー従業員持株会 神奈川県小田原市本町４丁目２-39 312 0.64

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１-５ 300 0.62

計 ― 43,975 90.62

　

　

EDINET提出書類

株式会社メガネスーパー(E03433)

四半期報告書

21/37



　

　　所有議決権数別

平成24年10月31現在

氏名又は名称 住所
所有議決権数
(個)

総株主の議決権
に対する所有議
決権数の割合
(％)

投資事業有限責任組合アドバン
テッジパートナーズIV号・適格機
関投資家間転売制限付分除外少人
数投資家向け

東京都港区虎ノ門四丁目１番28号 146,510 30.27

AP Cayman Partners II, L.P.
（常任代理人　河原正幸）

Walkers Corporate Service Limited,
Walker House, 87 Mary Street, George
Town, Grand Cayman KYI-9002, Cayman
Islands
（東京都港区虎ノ門）

102,236 21.12

Japan　Ireland　Investment
Partners
（常任代理人　河原正幸）

33 Sir John Rogerson's Quay, Dublin ２,
Ireland
（東京都港区虎ノ門）

88,852 18.36

田 中 邦 興 神奈川県小田原市 40,951 8.46

田 中 由 子 神奈川県小田原市 37,237 7.69

フォーティーツー投資組合 東京都港区虎ノ門四丁目１番28号 9,769 2.02

有限会社東関東サービスセンター 茨城県神栖市知手2876番地16 4,841 1.00

株式会社エヌ．エヌ．ティー 東京都中央区日本橋２丁目２-20 3,231 0.67

メガネスーパー従業員持株会 神奈川県小田原市本町４丁目２-39 3,121 0.64

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１-５ 3,000 0.62

計 ― 439,748 90.85
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式

Ａ種優先株式
　　　　　800
Ｂ種優先株式
　　　　　　1

― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 102,900 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)

普通株式
　　　13,667,600  
Ａ種劣後株式
　　　30,317,900
Ｂ種劣後株式
　　　 4,418,800

 
136,676

 
303,179

 
44,188

同上

単元未満株式

普通株式
   　　　 20,380
Ａ種劣後株式
　　　　　 　281
Ｂ種劣後株式
　　　　　　 222

― 同上

発行済株式総数 48,528,884― ―

総株主の議決権 ― 484,043 ―

　

② 【自己株式等】

平成24年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社メガネスーパー

神奈川県小田原市本町
4-2-39

102,900 ― 102,900 0.21

計 ― 102,900 ― 102,900 0.21

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年８月１日から

平成24年10月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年５月１日から平成24年10月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、監査法人よつば綜合事務所による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

みて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。　

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　　0.25％

　売上高基準　　　　0.00％

　利益基準　　　　　0.06％

　利益剰余金基準　　0.03％

　※会社間項目の消去後の数値により算出しております。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年４月30日)

当第２四半期会計期間
(平成24年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,265,431 322,929

売掛金 494,163 395,043

商品 1,974,747 2,415,447

貯蔵品 17,787 17,567

前渡金 785 1,252

前払費用 404,487 379,063

未収入金 122,450 41,352

その他 17,657 20,185

貸倒引当金 △6,997 △1,623

流動資産合計 4,290,514 3,591,219

固定資産

有形固定資産

建物 5,837,603 5,796,726

減価償却累計額 △4,642,707 △4,686,962

建物（純額） 1,194,895 1,109,763

構築物 787,553 782,876

減価償却累計額 △648,944 △655,446

構築物（純額） 138,609 127,430

車両運搬具 29,188 28,864

減価償却累計額 △28,157 △27,893

車両運搬具（純額） 1,030 971

工具、器具及び備品 2,838,202 2,785,803

減価償却累計額 △2,677,221 △2,630,747

工具、器具及び備品（純額） 160,981 155,055

土地 1,189,114 1,189,114

有形固定資産合計 2,684,632 2,582,335

無形固定資産

商標権 1,458 1,627

ソフトウエア 88,737 122,283

電話加入権 35,475 35,475

その他 5,227 5,227

無形固定資産合計 130,899 164,613
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年４月30日)

当第２四半期会計期間
(平成24年10月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 29,136 29,576

関係会社株式 － 354

出資金 944 944

従業員に対する長期貸付金 2,492 1,176

長期前払費用 118,162 101,339

長期未収入金 149,806 147,736

敷金及び保証金 5,393,626 5,143,369

長期預金 200,000 －

その他 31,400 31,390

貸倒引当金 △89,806 △89,337

投資その他の資産合計 5,835,761 5,366,549

固定資産合計 8,651,293 8,113,499

資産合計 12,941,807 11,704,718

負債の部

流動負債

支払手形 668,688 919,599

営業外支払手形 68,950 74,196

買掛金 831,520 966,305

関係会社短期借入金 － 30,240

未払金 727,458 183,503

未払費用 711,434 481,824

未払法人税等 158,141 68,230

前受金 197,167 148,136

預り金 71,618 59,079

前受収益 1,939 1,725

預金解約損失引当金 51,579 －

その他 4,241 21,584

流動負債合計 3,492,740 2,954,425

固定負債

長期借入金 7,896,443 7,896,443

株主、役員に対する長期借入金 266,400 266,400

退職給付引当金 1,014,411 1,060,661

長期預り保証金 50,057 50,057

その他 49,704 45,765

固定負債合計 9,277,017 9,319,328

負債合計 12,769,757 12,273,753
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年４月30日)

当第２四半期会計期間
(平成24年10月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,924,159 50,000

資本剰余金

資本準備金 2,859,679 －

その他資本剰余金 － 188,306

資本剰余金合計 2,859,679 188,306

利益剰余金

利益準備金 19,350 －

その他利益剰余金

別途積立金 5,092,710 －

繰越利益剰余金 △10,657,594 △741,347

利益剰余金合計 △5,545,533 △741,347

自己株式 △66,804 △66,804

株主資本合計 171,501 △569,845

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 548 810

評価・換算差額等合計 548 810

純資産合計 172,050 △569,035

負債純資産合計 12,941,807 11,704,718
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(2)【四半期損益計算書】
　【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年５月１日
 至 平成23年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年５月１日
 至 平成24年10月31日)

売上高 10,454,676 8,343,774

売上原価 3,431,350 2,666,572

売上総利益 7,023,326 5,677,201

販売費及び一般管理費

給料及び手当 2,131,715 1,693,967

退職給付費用 61,701 88,849

地代家賃 2,065,404 1,904,183

引当金繰入額 2,528 －

その他 2,892,726 2,322,410

販売費及び一般管理費合計 7,154,075 6,009,410

営業損失（△） △130,749 △332,208

営業外収益

受取利息 2,103 1,860

受取配当金 356 189

集中加工室管理収入 23,813 30,799

その他 9,127 11,234

営業外収益合計 35,401 44,083

営業外費用

支払利息 92,576 38,698

その他 30,104 3,433

営業外費用合計 122,680 42,132

経常損失（△） △218,028 △330,257

特別利益

固定資産売却益 46,609 －

受取補償金 1,089 －

特別利益合計 47,698 －

特別損失

固定資産除却損 384 15,480

店舗構造改革費用 ※１
 354

※１
 115,116

事業構造改革費用 ※２
 54,019

※２
 183,773

解約違約金 － 2,895

店舗閉鎖損失 － ※３
 3,119

ゴルフ会員権評価損 360 －

固定資産契約解除損 25,565 －

その他 4,480 29,312

特別損失合計 85,163 349,698

税引前四半期純損失（△） △255,494 △679,955

法人税、住民税及び事業税 57,422 61,392

過年度法人税等戻入額 △3,248 －

法人税等合計 54,173 61,392

四半期純損失（△） △309,667 △741,347
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年５月１日
 至 平成23年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年５月１日
 至 平成24年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △255,494 △679,955

減価償却費 144,623 107,434

長期前払費用償却額 29,119 23,061

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31,460 46,249

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,528 △5,844

受取利息及び受取配当金 △2,459 △2,049

支払利息 92,576 38,698

固定資産売却損益（△は益） △46,609 －

受取補償金 △1,089 －

固定資産除却損 384 15,480

店舗構造改革費用 354 115,116

事業構造改革費用 54,019 183,773

解約違約金 － 2,895

店舗閉鎖損失 － 3,119

ゴルフ会員権評価損 360 －

固定資産契約解除損 25,565 －

売上債権の増減額（△は増加） 128,750 99,120

たな卸資産の増減額（△は増加） 158,937 △440,480

仕入債務の増減額（△は減少） △354,591 385,696

その他の流動資産の増減額（△は増加） △48,750 79,941

その他の流動負債の増減額（△は減少） △226,617 △869,770

その他 89,261 100,979

小計 △177,670 △796,532

利息及び配当金の受取額 541 420

利息の支払額 △98,874 △38,239

法人税等の支払額 △117,944 △123,359

法人税等の還付額 3,710 124

その他 △54,096 △145,173

営業活動によるキャッシュ・フロー △444,334 △1,102,760
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(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成23年５月１日
 至 平成23年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年５月１日
 至 平成24年10月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 148,060

有形固定資産の取得による支出 △13,012 △47,211

有形固定資産の売却による収入 28,319 30,445

無形固定資産の取得による支出 △19,154 △56,194

無形固定資産の売却による収入 － 2,285

敷金及び保証金の差入による支出 △1,230 △1,052

敷金及び保証金の回収による収入 76,131 68,920

長期前払費用の取得による支出 △10,349 △12,692

関係会社株式の取得による支出 － △354

その他 33,559 2,011

投資活動によるキャッシュ・フロー 94,262 134,218

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 542,422 30,000

長期借入金の返済による支出 △11,237 －

社債の償還による支出 △71,500 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3,809 △3,960

配当金の支払額 △38 －

その他 △5 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 455,832 26,039

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 105,761 △942,502

現金及び現金同等物の期首残高 921,090 1,265,431

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,026,852

※
 322,929

EDINET提出書類

株式会社メガネスーパー(E03433)

四半期報告書

30/37



【継続企業の前提に関する事項】

　　該当事項はありません。　

　
【会計方針の変更等】

　（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年５月１日以後に取得した有形固定資

産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、これによる影響は軽微であります。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当事項はありません。

　
【追加情報】

　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。　

　

(四半期損益計算書関係)

※１．店舗構造改革費用

前第２四半期累計期間（自　平成23年５月１日　至　平成23年10月31日）

店舗構造改革費用の内容は、店舗リストラに伴い、当社の取締役会において決議した閉鎖決定店舗

の損失相当額であります。

　

当第２四半期累計期間（自　平成24年５月１日　至　平成24年10月31日）

店舗構造改革費用の内容は、店舗リストラに伴い、当社の取締役会において決議した閉鎖決定店舗

の損失相当額であります。

　

※２．事業構造改革費用

前第２四半期累計期間（自　平成23年５月１日　至　平成23年10月31日）

事業構造改革費用の内容は、新「事業計画」の立案及び遂行のための、プロジェクト費用でありま

す。

　

当第２四半期累計期間（自　平成24年５月１日　至　平成24年10月31日）

事業構造改革費用の内容は、新「事業計画」の立案及び遂行のための、プロジェクト費用でありま

す。

　

※３．店舗閉鎖損失

当第２四半期累計期間（自　平成24年５月１日　至　平成24年10月31日）

店舗閉鎖損失の内容は、店舗閉鎖に伴う原状復帰費用等であります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年５月１日
至  平成24年10月31日)

現金及び預金 1,026,852千円 322,929千円

預入期間が３か月を超える定期預金 ― 千円 ― 千円

現金及び現金同等物 1,026,852千円 322,929千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成23年７月27日付で、有限会社ビック商事に第三者割当によるＡ種優先株式の発行を行いま

した。この結果、第１四半期会計期間において資本金が400百万円、資本準備金400百万円増加し、当第２四

半期会計期間末において資本金が1,932百万円、資本剰余金1,867百万円となっております。　

　

当第２四半期累計期間(自  平成24年５月１日  至  平成24年10月31日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成24年７月27日開催の第36期定時株主総会の決議により、会社法第447条第１項及び第448条

第１項の規定に基づき、平成24年８月17日付にて資本金2,924,159千円のうち、2,874,159千円を減少及び

資本準備金2,859,679千円減少し、その他資本剰余金を増加させ、また、利益準備金19,350千円減少し、繰

越利益剰余金を増加させ繰越利益剰余金の損失の填補を図っております。更に、会社法第452条の規定に

基づき、増加したその他資本剰余金5,733,839千円のうち、5,545,533千円を減少し、繰越利益剰余金を増

加させ繰越利益剰余金の損失の填補を図っております。

　これにより、当第２四半期会計期間末において資本金50,000千円、その他資本剰余金188,306千円となっ

ております。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期損益
計算書計上額
（注２）眼鏡等

小売事業
通販事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,194,620260,05610,454,676 ― 10,454,676

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 　 ― ―

計 10,194,620260,05610,454,676 ― 10,454,676

セグメント損失(△) △68,284 △3,730 △72,014 △58,735△130,749

(注１)　 セグメント損失の調整額△58,735千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、その主な内容

は役員報酬であります。

(注２)　 セグメント損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  平成24年５月１日  至  平成24年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期損益
計算書計上額
（注２）眼鏡等

小売事業
通販事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,285,05558,7198,343,774 ― 8,343,774

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 8,285,05558,7198,343,774 ― 8,343,774

セグメント利益又は損失(△) △317,633 1,383 △316,249△15,959△332,208

(注１)　 セグメント利益又は損失の調整額△15,959千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、その

主な内容は役員報酬であります。

(注２)　 セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

前事業年度末(平成24年４月30日)

　
　 　 　 　 (単位：千円)

科目 貸借対照表計上額 時価 差額 時価の算定方法

現金及び預金 1,265,431 1,265,431 ― (注)１

(注) １．現金及び預金の時価の算定方法

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

　

当第２四半期会計期間末(平成24年10月31日)

現金及び預金が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比

べて著しい変動が認められます。

　 　 　 　 (単位：千円)

科目 貸借対照表計上額 時価 差額 時価の算定方法

現金及び預金 322,929 322,929 ― (注)１

(注) １．現金及び預金の時価の算定方法

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成24年５月１日
至  平成24年10月31日)

　　１株当たり四半期純損失金額 △22円62銭 △54円80銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額(千円) △309,667 △741,347

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― △8,750

    （うち優先配当金）(千円) ― （△8,750）

 普通株式に係る四半期純損失金額(千円) △309,667 △750,097

    普通株式の期中平均株式数(株) 13,688,412 13,687,921

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりま

せん。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年12月14日

株式会社メガネスーパー

取締役会  御中

監査法人よつば綜合事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    神    門    　    剛    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    高    屋    友    宏    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社メガネスーパーの平成24年５月１日から平成25年４月30日までの第37期事業年度の第２四半期会計期間

(平成24年８月１日から平成24年10月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年５月１日から平成24年10
月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フ
ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メガネスーパーの平成24年10月31日現在の財
政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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